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図１　竹編針生産過程で排出されるサンダーダスト 

図２　腐敗した竹粘土（右下）と防カビ剤、保存剤 
を添加した竹粘土（右上３つ）　　　 

図4　ホルムアルデヒドの除去効果ならびに 
アンモニアガスの脱臭効果　　　 

図3　竹粉を主原料とする壁材料 

　生駒市北部の高山地区には竹関連の産業が集中し

ています。全国で９社ある編針製造業者のうち、８

社が同地域にあり、また、同地域で製造される茶せ

んは国の伝統的工芸品に指定されています。おそら

く同地域にはかつて、優良で高品質な竹材が豊富に

あり、それを原料とした産業が生まれたものと考え

られます。ちなみに、茶せんに使われるのはハチク

（淡竹）で、茶道具にはマダケ（真竹）、編針には

モウソウチク（孟宗竹）やマダケが使われています。 

　ところで、編針製造業者は現在、荒削りした丸棒

を原料として購入し、そこからの加工を同地域で行っ

ています。真円にする加工と先端を尖らせる先付け

加工が、切削工程では主な作業になります。いずれ

もサンドペーパーを使った研削加工で、年間１０トン

にも及ぶ多量のサンダーダスト（竹粉、図１）が地

域内で排出されます。今までは、それを焼却したり、

あるいは産業廃棄物等として廃棄してきましたが、

平成１５年に生駒商工会議所の事業として、竹研究

会を立ち上げ、竹サンダーダストの有効利用につい

て研究開発をすることになりました。当初のメンバー

は、同商工会議所と編針生産業者のほか、NPO法人

アタックメイト奈良と当センターでしたが、予備的

な試験と調査を行った結果、それを建築内装用の塗

り壁材料として利用することにしました。　 

　塗り壁材料としようとしたのは、水を加えて攪拌

するだけで粘土状になり、大きな経費をかけること

なく自分達でも開発が進められると、既存製品が比

較的高価で取引されていることと、得られる製品に

は調湿機能や脱臭機能などが期待でき、天然志向ブー

ムも追い風になると予想されたためでした。 

　いよいよ本格的に実験を進めたところ、まず、問

題になったのが、カビやバクテリアによると思われ

る腐敗でした。水を加えて粘土状にすると一週間も

しないうちにカビが表面に発生しはじめ、そのまま

放置しておきますと、全体が著しく変色してしまい

ます。そこで、食品や化粧品の保存剤として認可さ

れているパラベンという薬品を、重量にして０.５%

程度添加することで、この問題は解決しました（図２）。

次に問題になったのが、壁として施工すると乾燥時

に細かなひび割れが無数に生じることでした。竹の

粉は水を含むことで膨張し、それが乾燥に伴って収

縮するために生じる現象と考え、収縮を防ぐ鉱物の

粉を添加しました。ひび割れは軽減できましたが、

根本的な解決には至りませんでした。そこで、鉱物

の粉のほかに、収縮に耐えうる強度を持たせるため、

つなぎとなる天然の糊（ヘミセルロース）と針葉樹

パルプを加えることにしました。その結果として、

平坦な塗り方ではひび割れが発生しないようになり

ました。このようにして調製した壁材料（図３）は、

予想どおり高い調湿機能があり、ホルムアルデヒド

の除去機能とアンモニア臭などの脱臭効果にも優れ

ていることが明らかになりました（図４）。 

　約８０％が工場から排出される竹サンダーダスト

であることと、開発製品の新規性や市場性などが評

価され、今年度には経済産業省の委託事業である「環 

境コミュニティー・ビジネスモデル事業」に採択さ

れました。当事業は、企業、市民、行政等が連携し

て、地域内の人材や資源を最大限に有効利用するこ

とで、循環型社会の構築を目指す事業であり、今年

度は全国で１３件が選ばれました。さらに、当研究

会では当初のメンバーの他に、一級建築士や左官業

者の方が加わり、奈良女子大学生活環境学部の協力

もあり、産学官民の連携によって、開発研究に一層

はずみがつきました。 

　現在、奈良女子大学において感性的な評価を実施

すると共に、数軒で試験的な施工（図５）を進めて

います。感性評価では、柔らかさ、落ち着いた色彩、

暖かさなどの点で他の材料よりも高い評価を得てお

りますし、試験施工を引き受けていただきました施

主さんにも好評価をいただいております。  

　考え方や視点を少し変えるだけで、今まで廃材だ

と思いこんでいたものが原材料となり得ること、廃

棄処理のためにコストをかけていたものが逆に収入

になるということを、研究会のグループは再認識し

ました。今後は、地域の工務店や竹関連企業、住民

の方々に働きかけて、開発製品の販路を拡大すると

ともに、サンダーダスト以外の竹廃材についても開

発研究を進め、地域内のゼロエミッションを達成し

たいというのが、研究会メンバーの熱い想いです。 

施工等で本事業にご協力をいただける方を現在募集

中ですので、どうぞよろしくお願いいたします。 図５ 竹粉塗り壁の試験施工例 
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